走高跳の自己記録を大学4年間で大幅に向上させた 男子競技者の体力的要因の変化 －1m85から2m10まで向上させた事例－ by 熊野 陽人 et al.
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Changes of physical fi tness factors in male jumper whose high jump records 





　1） 走高跳の記録の向上に伴って，20m・100m・アップヒル 100m 走タイム，立五段跳の跳躍距離，30m
バウンディング値，ハングクリーンの最大挙上重量が同時に向上していた．
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ラインより 5 ｍの地点からゴールラインまでの 20m
区間のタイムを光電管（TCi System，BROWER 
Timing Systems 社製）で測定した．






手動計測し，100 分の 1 秒以下は全て切り上げて 10
分の 1 秒までの値を記録した．




競技 B 級公認審判員資格を有する測定者 1 名がス
トップウォッチを用いて手動計測し，100 分の 1 秒

















上競技 B 級公認審判員資格を有する測定者 1 名が
ストップウォッチを用いて手動計測し，100 分の 1







数は，最後の 1 歩を 10 分割して計測し，例えば 5.8
歩というように記録した．
























































高校 大学 1 年 大学 2 年 大学 3 年 大学 4 年
11 月 3 月 11 月 3 月 11 月 3 月 11 月 3 月
走高跳 （m） 1.85 1.95 2.00 2.08 2.10
100m  （秒） － 12.19 11.89 － 11.66
20m （秒） － 2.55 2.53 2.49 2.45 2.54 2.46 2.46 2.43
UH 100m  （秒） － 14.2 13.2 13.7 13.3 14.0 13.2 13.2 13.0
300m （秒） － － － 39.1 38.1 40.7 39.3 39.7 38.8
立五段跳 （m） － 13.50 13.70 14.20 14.00 13.50 14.90 14.90 14.70
30m BD （歩数×秒） － 38.7 38.2 35.2 33.6 36.9 33.9 32.0 34.7
3kg MB 投・前 （m） － 14.10 14.10 14.60 14.50 14.50 15.40 14.10 15.60
3kg MB 投・後 （m） － 14.00 15.00 14.20 14.90 15.20 15.80 16.10 16.70
ハングクリーン （kg） － 90 95 105 110
UH 100m  : アップヒル 100m
30m BD : 30m バウンディング




















































（Harrison and Bourke，2009；Spinks et al.，2007）．よっ
て，スプリントパフォーマンスに必要な筋力やパワーを
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